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平成 28 年度に会員に対してアンケート調査を行なっています。今後の技能士会活動の 

参考にしていただければと考え、結果を掲載します。 

  回答総数 116 名 

① 技能士会に加入するきっかけは？ 回答数 114 名 

   ・先輩から勧められた 30 名 26.3% 

   ・会の方から勧められた 58 名 50.9%  ⇒ 88 名 77.2%  

       ＊積極的勧誘が必要です。 

② 地域の中で技能士の存在が知られていると感じるか？ 回答数 115 名 

・感じている 21 名 18.3% 

・感じていない 67 名 58.3% 

③ 技能士を広く知っていただくためには？ 回答数 128 名 

・自身の PR 37 名 28.9% 

・行政等のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 81 名 63.3% 

    ＊PR をどのように行っていくかが課題です。 

④ 技能士会会員数の減少について 回答数 124 名 

・加入メリットがない 49 名 39.5% 

・受検者の減少 68 名 54.8% 

⑤ 加入メリットがないのは 回答数 48 回答 

・会費徴収のみのため 23 名 47.9% 

・会の活動がない 15 名 31.3% 

    ＊活動のあり方の検討が必要です。 

⑥ 年会費 500 円は 回答数 114 名 

・高い 7 名 6.1% 

・安い 37 名 32.5% 

・どちらともいえない 68 名 59.6% 

    ＊会費を上げるためには、加入のメリットを高めることが必要です。 

⑦ 技能士会活動で今後重要と考える事業は（意見を列挙しました。） 

・技術の継承、若手の育成 ・会員同士の情報交換等の機会の場 

・各技能士会毎の祭事の強化、連携、海外進出 

・技能士資格を持つ事のメリットを広く伝える 

・技能士会の活動、行事だとわかるような工夫 

・種々のイベントへの参加 

・ものづくり体験をしてもらい、ものづくりのおもしろさ楽しさを体験してもらう 

・広報活動  ・勉強会・一般市民に向けたアピール ・講習会 

 

  

 

編集後記 

 2 月も末となり、春は一歩一歩近ずいています。白鳥の北帰行も始まっているようでだんだんと暖かく 

なってきましたが、油断することなく、健康には充分ご留意ください。   
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